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宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

佐　

藤　
　
　

浩

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
三
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健
勝

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
人

口
の
減
少
や
経
営
者
の
高
齢
化
に

よ
る
後
継
者
難
と
い
う
構
造
的
な

課
題
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り

売
上
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
大
規
模

自
然
災
害
が
、
地
域
経
済
は
も
と

よ
り
、
地
域
社
会
に
も
深
刻
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
商
工
会
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
六
十
周
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
り
、
十
一
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
商
工
会
法
施
行

六
十
周
年
記
念
式
典
・
商
工
会
全

国
大
会
で
は
、
菅
総
理
大
臣
を
は

じ
め
数
多
く
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の

も
と
開
催
さ
れ
、「
コ
ロ
ナ
禍
克

服
の
た
め
の
中
小
・
小
規
模
事
業

者
支
援
策
の
大
幅
拡
充
」
や
「
小

規
模
事
業
者
を
伴
走
型
で
支
援
す

る
体
制
の
強
化
」
な
ど
、
六
項
目

に
つ
い
て
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
商
工
会
法
施
行
六
十

周
年
を
契
機
に
、「
商
工
会
は
行

き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し
ま

す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
創

設
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
経
営
支

援
機
能
の
強
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、

地
域
の
事
業
者
や
住
民
に
と
っ
て

真
に
頼
り
と
な
る
商
工
会
と
な
る

べ
く
、
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出

す
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
商
工
会
は
、
国
、
県
、

市
町
村
の
支
援
策
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、
従
来
の
経
営
改
善
普

及
事
業
に
加
え
て
、
事
業
者
を
伴

走
型
で
支
援
す
る
経
営
発
達
支
援

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
経

営
計
画
の
策
定
と
実
行
を
支
援

し
、
事
業
者
の
経
営
の
持
続
的
発

展
を
支
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

間
、
本
県
で
は
度
重
な
る
困
難
に

遭
遇
し
、
多
く
の
会
員
皆
様
が
経

営
存
続
の
危
機
に
直
面
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
改
め
て
「
会
員
あ
っ

て
の
商
工
会
」
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
並
び
に

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
被
災
地

域
の
復
旧
・
復
興
に
加
え
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
の
早
期
回
復
を
最
優
先
課

題
と
し
、商
工
会
組
織
を
あ
げ
て
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
商
工
会
事

業
へ
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
経
営
環
境
の
変
化
に
積

極
的
に
挑
戦
し
、
度
重
な
る
困
難

を
乗
り
越
え
て
い
か
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。結

び
に
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興
計

画
」
の
最
終
年
と
な
り
、
石
巻
市

の
内
海
橋
開
通
や
南
三
陸
町
の
震

災
復
興
祈
念
公
園
が
全
体
開
園
す

る
な
ど
、
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
に
復
興
の
象
徴
と
な

る
施
設
が
完
成
し
、
復
興
の
着
実

な
歩
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
一

方
で
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、

外
出
自
粛
や
休
業
要
請
等
に
伴
う

消
費
の
低
迷
、
観
光
客
の
減
少
、

大
型
イ
ベ
ン
ト
の
相
次
ぐ
中
止
決

定
な
ど
、
県
民
生
活
や
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
１
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

十
年
が
経
過
し
、
新
た
な
県
政
運

営
の
指
針
で
あ
る
「
新
・
宮
城
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
初
年
度
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
本
県
の
人
口
は

本
格
的
な
減
少
局
面
を
迎
え
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

地
域
経
済
・
社
会
の
持
続
可
能
性

の
確
保
、
大
規
模
化
・
多
様
化
す

る
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
よ
う
な
新
た
な
感
染
症
の

世
界
的
な
流
行
と
い
っ
た
時
代
の

転
換
点
に
直
面
す
る
中
、
そ
の
先

に
あ
る
宮
城
の
明
る
い
未
来
を
描

い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
掲
げ
る
「
宮
城
の
将
来
像
」

の
実
現
に
向
け
、
富
県
宮
城
の
更

な
る
発
展
や
子
育
て
支
援
・
教
育

分
野
の
充
実
な
ど
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
ほ
か
、
各
分
野
に
お

け
る
人
材
の
育
成
・
確
保
や
働
き

方
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
掲
げ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
、
今
後
本

県
が
直
面
す
る
諸
課
題
を
解
決
す

る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
理
念

を
県
政
に
反
映
さ
せ
、
持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
延
期
と
な
っ
た

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
、「
キ
ュ
ー
ア
ン
ド
エ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
み
や
ぎ
」
で
サ
ッ
カ
ー

競
技
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
同
様
に
昨
年
延
期
と
な
っ
た

「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」が
、

今
秋
本
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
宮
城
の
復
興
の
姿
を

広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国
内

外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
お
客
様
に
、

こ
れ
ま
で
の
御
支
援
に
対
す
る
感

謝
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。間

も
な
く
十
年
目
の
節
目
の

「
み
や
ぎ
鎮
魂
の
日
」
を
迎
え
ま
す

が
、
決
意
を
新
た
に
、
県
民
の
皆

様
一
人
一
人
が
幸
福
を
実
感
し
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

宮
城
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

積
極
的
な
挑
戦
の
年
に

「
復
興
」
の
そ
の
先
へ



（3）第335号 発行　令和3年1月1日

十
一
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日

の
両
日
、東
京
都
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い
て
「
ニ
ッ
ポ

ン
全
国
物
産
展
」が
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
開
催
規
模
が
大
幅

縮
小
と
な
っ
た
が
、
全
国
か
ら
百

三
十
二
事
業
者
が
出
展
、
二
日
間

全
国
の
逸
品
が
今
年
も
勢
揃
い
！

︱
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
︱

で
約
一
万
四
千
人
が
会
場
に
訪
れ

た
。本

県
か
ら
は
海
産
物
、
天
然
果

汁
、
菓
子
、
食
品
加
工
品
等
を
販

売
す
る
五
事
業
者
が
出
展
し
、
来

場
者
に
Ｐ
Ｒ
販
売
を
実
施
し
た
。

ま
た
会
場
内
に
は
、
特
設
ブ
ー

ス
と
し
て
、
全
国
各
地
の
名
酒
や

菓
子
、
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
等
を
集
め

た
「
酒
ズ
キ
横
丁
」、「
お
や
つ
殿

堂
コ
ー
ナ
ー
」、「
お
ら
が
自
慢
の

ご
当
地
フ
ー
ド
コ
ー
ト
」
が
設
け

ら
れ
、
賑
わ
い
に
花
を
添
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
本
県
物
産
の
Ｐ
Ｒ
に

繋
が
り
、
イ
ベ
ン
ト
は
盛
会
裏
に

終
了
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め
の
支
援
策
の
大
幅
な
拡
充
」等

六
項
目
の
大
会
決
議
を
採
択

︱
商
工
会
法
施
行
六
十
周
年
記
念
式
典
・
商
工
会
全
国
大
会
︱

と
な
っ
て
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り

越
え
、
新
た
な
未
来
に
邁
進
し
た

い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
来
賓
の
各

政
党
代
表
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
大
会
決
議
に
つ
い
て
意

見
表
明
が
な
さ
れ
、
次
の
六
項
目

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

一
、
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め
の
中

小
・
小
規
模
事
業
者
支
援
策

の
大
幅
な
拡
充

一
、
小
規
模
事
業
者
を
伴
走
型
で

支
援
す
る
体
制
の
強
化

一
、
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復

興
支
援
の
拡
充
と
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
強
化

一
、
販
路
開
拓
支
援
の
拡
充
と
多

業
種
連
携
の
推
進

一
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活

力
向
上
を
目
指
し
た
金
融
・

税
制
等
の
事
業
環
境
整
備

一
、
地
域
を
支
え
、
共
に
歩
む
唯

一
の
経
済
団
体
と
し
て
の
商

工
会
組
織
力
強
化

地
元
選
出
国
会
議
員
に

要
望
書
を
提
出

商
工
会
全
国
大
会
前
日
の
十
一

月
十
七
日
、
本
会
三
役
が
衆
参
両

議
員
会
館
を
訪
問
。
本
県
選
出
国

会
議
員
等
十
三
名
に
対
し
て
、
東

日
本
大
震
災
・
令
和
元
年
東
日
本

台
風
等
の
大
規
模
自
然
災
害
か
ら

の
早
期
復
興
に
向
け
た
支
援
の
拡

充
強
化
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
強

化
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

大
会
会
長
の
森
義
久
全
国
連
会

長
が
、「
商
工
会
法
施
行
六
十
周

年
の
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
商
工

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
商
工

会
事
業
の
一
層
の
拡
充
・
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ら
れ
、
続
い
て
来
賓
の
菅
義

偉
内
閣
総
理
大
臣
、
梶
山
弘
志
経

済
産
業
大
臣
、
宮
内
秀
樹
農
林
水

産
副
大
臣
ら
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

●
商
工
会
全
国
大
会

式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
全
国

大
会
の
開
会
挨
拶
で
森
義
久
全
国

連
会
長
は
、「
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
に
加

え
、
世
界
規
模
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
経

済
活
動
は
大
き
く
停
滞
し
、
取
り

巻
く
環
境
は
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
商
工
会
に
は
こ
の
難
局

に
対
し
、
個
々
の
事
業
者
に
寄
り

添
う
伴
走
型
の
支
援
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
期
待
さ
れ
て
お
り
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
最
も
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
す
る
必
要
が
あ
る
。
商
工
会
法

施
行
六
十
周
年
を
契
機
に
、
今
一

度
原
点
に
立
ち
返
り
、
組
織
一
丸

十
一
月
十
八
日
、
商
工
会
法
施

行
六
十
周
年
記
念
式
典
・
商
工
会

全
国
大
会
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
規
模
を
縮
小

し
、
十
分
に
感
染
対
策
を
取
ら
れ

た
中
で
の
開
催
と
な
り
、
全
国
の

商
工
会
関
係
者
約
五
百
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

●
六
十
周
年
記
念
式
典

６つの大会決議が満場一致で承認された

西村衆議院議員に要望書を手渡す本会三役

多くの来場者が集まった宮城県ブース



第335号（4）発行　令和3年1月1日

新型コロナウイルス感染症の影響で
事業収入が減少している中小・小規模事業者に対し
固定資産税・都市計画税の減免を行います

　中小・小規模事業者の税負担を軽減するため、事業者の保有する建物や設備の2021年

度の固定資産税及び都市計画税を、事業収入の減少幅に応じ、ゼロまたは1/2とするもの

です。対象設備の所在する市町村が定める申告書様式を利用して、認定経営革新等支援機

関である商工会等から申告書を発行してもらった上で、来年1月末（申告期限）まで、固
定資産税を納付する市町村に必要書類とともに申告してください。

【減免対象】 ※いずれも市町村税です
◆事業用家屋及び設備等の償却資産に対する固定資産税
◆事業用家屋に対する都市計画税（通常は、評価額の0.3％です）

【収入の減少率・税減免率】
昨年2月～10月までの任意の連続する3ヶ月間の事業収入について
対前年同期比減少率が…
◆50％以上減少の場合  → 税減免率は100％
◆30％以上50％未満の場合 → 　　〃　　  50％ となります。

雇用調整助成金の特別措置等を延長いたします
　12月末が期限となっていた雇用調整助成金の特例措置、緊急雇用安定助成金、新型コロ
ナウイルス感染症対応休業支援金・給付金（以下「雇用調整助成金の特例措置等」とい
う。）につきまして、その特例措置等が令和3年2月末まで延長されることとなりました。
　これに伴って、ご利用可能な特例措置の内容は、高助成率や、要件緩和などすべて引き続
き延長となります。お問い合わせは最寄りのハローワーク、もしくは商工会へどうぞ。

【支給対象となる事業主】
以下の条件を満たす全ての業種の事業主を対象としています。
１．新型コロナウイルス感染症の影響により経営環境が悪化し、事業活動が縮小
２．最近１か月間の売上高または生産量などが前年同月比５％以上減少している
３．労使間の協定に基づき休業などを実施し、休業手当を支払っている

【特例措置の概要】
◆助成額
　平均賃金額×休業手当等の支払率×下表の助成率 （上限15,000 円/１人日額）
◆助成率
区分
新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業主
解雇をしていないなどの上乗せの要件を満たす事業主

大企業
2/3
3/4

中小企業
4/5
10/10



（5）第335号 発行　令和3年1月1日

【
事
業
の
概
要
】

弊
社
は
、
昭
和
五
十
年
に
丸
森

町
金
山
地
区
に
て
個
人
事
業
と
し

て
創
業
後
、
昭
和
五
十
三
年
に
法

人
化
し
、
現
在
の
代
表
取
締
役
は

二
代
目
に
な
り
ま
す
。
創
業
時
よ

り
輸
入
車
や
難
易
度
の
高
い
事
故

車
両
の
車
体
整
備
（
鈑
金
塗
装
）

を
中
心
に
事
業
を
営
ん
で
お
り
、

近
年
は
多
様
な
人
材
育
成
を
目
的

に
、
外
国
人
技
能
実
習
生
や
外
国

人
技
術
者
を
受
け
入
れ
る
等
の
取

り
組
み
や
、第
三
者
機
関
の
監
査
・

認
証
を
取
得
す
る
等
の
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

【
台
風
被
害
か
ら
の
事
業
再
建
の

取
り
組
み
と
商
工
会
に
よ
る
支
援
】

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る

約
一
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
被
害
（
半

壊
）
に
よ
り
、
一
瞬
で
事
業
設
備

の
ほ
と
ん
ど
を
失
い
、
落
胆
し
て

お
り
ま
し
た
が
、「
ホ
シ
バ
ン
が

無
い
と
困
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
取
引
先
様
の
励
ま
し
や
ご
支

援
に
応
え
る
た
め
に
も
、
早
期
に

再
建
を
さ
せ
な
け
れ
ば
と
の
思
い

が
強
く
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
商
工
会
が
行
っ
た
事
業

再
建
に
向
け
た
説
明
会
に
参
加

し
、
商
工
会
を
通
し
て
日
本
政
策

金
融
公
庫
と
相
談
し
、
資
金
面
の

確
保
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
申

請
で
は
不
慣
れ
な
作
業
に
苦
労

し
、
時
に
は
水
浸
し
に
な
っ
た
書

類
の
中
を
探
す
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
商
工
会
職
員
と
宮
城
県
商

工
会
連
合
会
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ

ー
ダ
ー
の
支
援
も
あ
り
、
無
事
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
認
定
後
も
補
助
事
業
の
進
捗

で
不
明
点
が
あ
っ
た
際
な
ど
、
引

き
続
き
商
工
会
へ
相
談
し
、
支
援

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

台
風
の
被
災
か
ら
十
月
で
一
年

が
経
過
し
、
事
業
所
も
少
し
ず
つ

被
災
前
の
状
態
に
戻
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
全
て

が
以
前
の
状
態
に
戻
る
ま
で
、
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
後
は
自
動

車
車
体
整
備
事
業
以
外
の
収
益
確

保
が
課
題
と
考
え
、
新
た
に
レ
ン

タ
カ
ー
事
業
へ
参
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
等
の
先
進
安
全
装
置
の
普
及
が

拡
大
し
て
い
る
現
在
、
自
動
車
は

電
子
化
・
高
度
化
が
急
速
に
進
み
、

我
々
車
体
整
備
事
業
者
も
自
社
で

行
っ
た
車
体
整
備
に
対
し
て
「
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
追
跡
可
能

性
）」
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
多

様
な
人
材
の
育
成
及
び
専
門
的
な

知
識
や
技
術
を
習
得
し
た
人
材
の

確
保
は
、
引
き
続
き
弊
社
の
重
要

な
取
り
組
み
と
捉
え
て
お
り
、
仙

南
地
区
に
限
ら
ず
、
日
本
全
国
や

海
外
か
ら
の
優
秀
な
人
材
確
保
を

念
頭
に
新
た
に
社
員
寮
も
整
備
い

た
し
ま
し
た
。

今
は
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
車
体
整
備
を
通
じ

た
地
域
貢
献
を
行
い
な
が
ら
、
末

永
く
地
域
や
お
取
引
先
様
に
愛
さ

れ
る
企
業
と
し
て
営
業
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

浸水被害を受けた整備工場

台風被害から復旧した整備工場

綺麗になった商談スペース

元気な事業所紹介

業種 時間額 効力発生日
鉄鋼業 925円 令和2年12月15日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 864円 令和2年12月20日

自動車小売業 891円 令和2年12月24日

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署まで、お問い合わせください。

宮城県最低賃金

825円
（効力発生日）
令和2年10月1日

台風被害からの復活 ～地域から愛される企業を目指して～
株式会社ホシバン　代表取締役　星　和人　氏
所 在 地：〒981-2402　宮城県伊具郡丸森町金山狢討1－1
電話番号：0224－78－1324
FAX番号：0224－78－1435



第335号（6）発行　令和3年1月1日

宮城県よろず支援拠点チーフコーディネーターの佐藤です。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。
さて新型コロナ感染症の感染拡大により、すべての業種で改めて非対面の営業方法を早急に構築することが求められ

ます。「非対面の営業方法」には 2 つの意味があります。 1 つは、対面せずとも提供できる商品・サービスを作り出す事。
2 つ目は、ネットでの情報発信の仕組みを作り上げる事、です。

まず1つ目の「対面せずとも提供できる商品・サービスづくり」のポイントは、「物販+オンラインサポート」で提供す
るという点です。例えば、ある一般住宅の設計事務所では、ネット販売に進出。これまで施工時にサービス提供していた、
端材で作ったテーブルやインテリア雑貨等を、完成品ではなく組立パーツセットとして「半製品」で販売。制作マニュ
アルはオンラインで解説することで、顔の見える顧客との関係性を構築し将来の見込み客を開拓しながら、物販での売
上確保も実現できました。またエステ店では、メンテナンス薬剤の物販をしつつ、セルフケア手法のオンライン解説を
セットで提供。オンラインの情報提供だけでは付加価値が出しにくい事業者も、物販を絡ませれば、しっかり売上を確
保できる点がポイントです。

2 つ目の「ネットでの情報発信の仕組み」は、口頭で行っていた営業トークや商品説明を、すべて非対面のネットや
動画で発信していくという事です。紙資料だけで情報提供
し続けることはもはや不可能です。印刷・配布コストもか
かりますので、WebサイトとSNSを連携させ、定常的な情
報発信・顧客コミュニケーションの仕組みを作ることが必
要です。

コロナ禍での事業継続と売上維持を実現するため、当拠
点メンバー一同、経営相談の申込みをお待ちしています。 サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

想いをカタチにする経営相談所　宮城県よろず支援拠点の活用

「非対面の営業方法について」

【
具
体
的
な
取
組
み
内
容
】

次
の
三
点
の
取
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
も
見
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
、
後

払
い
決
済
の
導
入
に
よ
る
利
便

性
の
向
上

③
購
入
し
や
す
い
価
格
帯
の
セ
ッ

ト
商
品
を
追
加

【
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
見
や

す
く
な
り
、
決
済
方
法
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
導
入
し
た
こ
と

で
注
文
ま
で
結
び
つ
く
こ
と
が
多

く
な
り
、
受
注
件
数
は
前
年
の
約

三
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
購
入
し
や
す
い
価
格
帯

の
セ
ッ
ト
商
品
や
本
来
業
務
用
の

「
う
な
ぎ
長
開
き
・
生
」
の
販
売

を
開
始
し
た
こ
と
も
新
規
顧
客
の

確
保
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

「
う
な
ぎ
長
開
き
・
生
」
は
一

般
に
は
あ
ま
り
販
売
さ
れ
て
お
ら

ず
、
自
分
で

は
う
な
ぎ
を

捌
け
な
い
け

れ
ど
自
宅
で

う
な
ぎ
を
生

の
状
態
か
ら

焼
い
て
、
焼

き
た
て
を
食

べ
た
い
と
い

指導員の声
今回の支援は取引業者が年々少なくなっていく
狭い業界の中で、今後の事業の方向性を決める
重要なものでした。当該事業所は自社のポジショ
ニングをしっかり把握され、一般消費者に活路を
見い出し、市場の動向や顧客ニーズに応えて、
今取り組むべきことは何なのか真剣に考え、事
業に取り組んでいくことができました。
今後も更なる販路開拓等に対し、継続的に伴
走型支援をしていきます。

利府松島商工会　木舟　真一

【
取
組
む
き
っ
か
け
】

当
社
は
明
治
十
二
年
に

宮
城
県
松
島
町
で
創
業

し
、
主
に
東
北
や
北
海
道

の
鰻
専
門
店
や
和
食
店
へ

の
「
鰻
」
の
卸
売
を
五
代

百
四
十
年
間
続
け
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
仕
入
か
ら

加
工
・
販
売
ま
で
家
族
三

人
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
販
売
先
は
業
務

用
を
主
と
し
て
い
ま
す

が
、
個
人
向
け
に
も
、
国

内
生
産
地
よ
り
直
接
鰻
を

仕
入
れ
、
ご
注
文
を
受
け

て
か
ら
す
べ
て
手
作
業
で

仕
上
げ
る
こ
だ
わ
り
の

「
う
な
ぎ
白
焼
」
を
販
売

し
、
同
業
他
社
と
差
別
化

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
個
人
向
け
の

情
報
発
信
の
手
段
が
市

販
ソ
フ
ト
で
自
作
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
で

あ
り
、
変
化
を
続
け
る
Ｉ

Ｔ
化
に
対
応
で
き
て
い

な
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
注
文
数
量
は

伸
び
悩
み
、
改
善
の
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
、
商

工
会
へ
相
談
し
た
と
こ

ろ
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
の
提
案
を
受

け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

う
ニ
ー
ズ
を
上
手
く
取
り
込
め
た

商
品
で
、
今
後
受
注
が
増
え
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

他
で
は
手
に
入
ら
な
い
「
魅
力

あ
る
商
品
」
を
お
客
様
に
提
案
す

る
た
め
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
情
報

発
信
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
利

用
し
や
す
い
Ｗ
Ｅ
Ｂ
環
境
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
で
、
全
国
の
鰻
が

大
好
き
な
お
客
様
に
最
高
の
鰻
を

届
け
て
い
き
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：有限会社 鰻・若松商店
代 表 者：小澤　正仁
所 在 地：宮城県宮城郡松島町
　　　　　高城字町 137
Ｔ Ｅ Ｌ：022-354-2029
Ｆ Ａ Ｘ：022-354-3209
Ｕ Ｒ Ｌ：
　　https://unagi-
　　　wakamatsu.com/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り

新
規
顧
客
の
獲
得
を
図
る

有
限
会
社 

鰻
・
若
松
商
店（
利
府
松
島
商
工
会
）

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト㉜

リニューアルした
ホームページ
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【事業主の皆様へ】
　新型コロナウイルス感染症対策として、新しい生活様式が求め
られる中、新しい働き方・休み方を実践するためには、計画的な
業務運営に資する年次有給休暇の計画的付与制度や、労働者の
様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に資する時間単位の年
次有給休暇制度の導入が効果的です。
　また、休暇の分散化が求められているこの冬においては、計画
的付与制度は休暇の分散化にもつながります。
　詳しくは、宮城労働局雇用環境・均等部（室）まで。

【電話】022-299-8844

～計画的な業務運営や休暇の分散化にも資する
「年次有給休暇の計画的付与制度」の導入を！～

講師：一圓 克彦 氏 

０円で８割を 
リピーターにする 

集客術 
講師：一圓 克彦 氏 

県内小売業・飲食店の現状及び 
課題と今後の動向について 
講師：鯨井 文太郎 氏 

 

募集対象：県内小売業・飲食業経営者及び従業員等
募集人数：４０名 ※定員になり次第、締め切らせていただきます。
申込締切：１月２８日（木）
お申込みは宮城県商工会連合会 (022-225-8751)まで
※新型コロナウイルス感染症感染防止対策を徹底し開催いたします。

２月４日（木）１３：３０～１６：１０
会場：ＴＫＰ仙台南町通りカンファレンスセンター

８階「ホール８Ａ」
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講師：鯨井 文太郎 氏 
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講師：一圓 克彦 氏 

県内小売業・飲食店の現状及び 
課題と今後の動向について 
講師：鯨井 文太郎 氏 

 

県内小売業・飲食業の現状及び
課題と今後の動向について
講師：鯨井 文太郎 氏

大樹
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令和元年度より女性部員相互の交流を活発にするため、
つるし飾りの制作に取り組んでおり、現在では、環境美化運
動等の各種事業に参加する部員も増えてきています。つる
し飾りのパーツにはひとつひとつに様々な願いが込められて
おり、さるぼぼ（赤）は、さる（去る）にかけて、「病が去る」

「災いが去る」という意味があります。昨今の新型コロナウィ
ルス感染症拡大に伴い、由緒ある陸奥総社の宮にて疫病退

散の祈祷を受けた「つ
るし飾り」を多賀城市
役所、七ヶ浜町役場に
寄贈するとともに、希
望する部員事業所に配
布するなど、部員一同、
速やかな終息を祈りつ
つ、制作作業に励んで
おります。

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

あるいは直接 宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合 へ
TEL.（022）263-1265 FAX（022）267-2878

お 近 く の 商 工 会 へ

地震・津波・噴火 による損害に備え!！
住宅に限らず、店舗・事務所・工場など
新耐震基準である昭和 56 年６月以降の
「建物」が対象 ※火災共済の特約

火災、落雷、風災・雪災・雹災事故
などのほか、洪水・高潮・土砂崩れ
事故も補償範囲

火災・台風などによる事故はもちろん、
地震・津波・噴火 などにより建物が損害
を受け休業した場合の休業補償

地震危険補償共済自動車共済 その他共済医療・傷害共済

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
以
前
と
は
違
っ

た
接
客
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
今

後
の
経
営
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た

有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

コロナに負けない！
商工会女性部の取組み

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

創
立
五
十
五
周
年
記
念
事
業
・
商

工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
、
去
る

十
月
二
十
七
日
、
仙
台
国
際
ホ
テ

ル
に
お
い
て
県
下
青
年
部
員
四
十

二
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

講
演
第
一
部
で
は
、
全
国
商
工

会
青
年
部
連
合
会
副
会
長 
中
西

孝
之
氏
よ
り
、
青
年
部
活
動
に
お

け
る
「
Ｇ–

Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
」
の
活

用
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、

登
録
す
る
こ
と
で
イ
ン
パ
ル
ス
版

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
や
カ
レ
ン

ダ
ー
機
能
が
利
用
で
き
、
全
国
の

青
年
部
情
報
が
可
視
化
さ
れ
、
県

の
垣
根
を
超
え
た
情
報
共
有
が
可

能
と
な
る
こ
と
を
詳
細
に
説
明
い

た
だ
い
た
。

ま
た
、
青
年
部
だ
け
で
は
な
く

自
身
の
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

や
業
務
効
率
化
に
も
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
早
速
登
録
を
行
う
部
員
も

見
受
け
ら
れ
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
マ
グ
ロ
船

式
人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

齊
藤

正
明
氏
よ
り
「
日
本
一
の
マ
グ
ロ

船
長
に
学
ぶ
！
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
極
意
」
と
題

し
、
自
身
の
過
酷
な
マ
グ
ロ
船
業

務
で
得
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
秘
訣
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
術

を
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。

従
業
員
に
、
仕
事
は
「
難
し
い

か
ら
面
白
い
」
と
認
識
さ
せ
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に
業

務
に
取
り
掛
か
り
、
且
つ
ス
タ
ッ

フ
間
の
連
携
強
化
が
期
待
で
き
る

と
ご
説
明
い
た
だ
き
、
若
手
経
営

者
と
し
て
今
後
の
事
業
運
営
に
大

変
参
考
に
な
る
研
修
会
と
な
っ

た
。ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

お
も
て
な
し
を
学
ぶ

︱
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
︱

　

去
る
十
一
月
二
十
日
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
を
会
場
に

六
十
二
名
の
部
員
参
加
の
も
と
商

工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

開
催
。
包
遊 

代
表 

ラ
ッ
ピ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
五
味
栄
里

氏
よ
り
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

の
お
も
て
な
し　

他
店
と
差
が
つ

く
集
客
・
接
客
の
コ
ツ
」
と
題
し

講
演
を
頂
戴
し
た
。

お
客
様
に
安
心
感
を
与
え
る

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
店
頭
の
魅

せ
方
や
、
マ
ス
ク
で
表
情
が
隠
れ

て
し
ま
う
と
き
の
上
手
な
接
客
の

ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
お
話
し
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
五
味
氏
が

自
ら
体
験
し
た
心
に
残
る
お
も
て

な
し
を
も
と
に
、「
一
生
の
お
客

様
」
を
つ
く
る
た
め
の
接
客
で
の

心
が
け
を
お
伝
え
い
た
だ
い
た
。

熱心に聴講する女性部員

女性部員が願いを込めて制作したつるし飾り

リーダーシップの極意を語る齊藤正明氏

『
Ｇ-

Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
』の
活
用
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
極
意
を
学
ぶ

︱
宮
城
県
青
連
創
立
五
十
五
周
年
記
念
事
業
・

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
︱

つるし飾りで新型コロナウィルス終息を祈願
多賀城・七ヶ浜商工会女性部


